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「進路の自己実現を目指して」
昨年から総合学習の時間を使って、進路についての学習を進めてきました。自分

の特性を見つめたり、高校調べをしたり、職業体験のレポートを作成するなど、すべ

ては自分の将来について考えるための学習です。

来週からは、進路の中でも最も現実的な高校受験に関する基本的なことを知る時

間を持ちたいと思います。漠然とした不確かな情報をもとに考えようとしても、何をす

べきかは明確になっていきません。まずは正確な情報を理解し、自分の可能性をど

うやって発揮させることができるかを一緒に考えていきましょう。

もっと早くにわかっていれば・・・と後悔しないように、ぜひ「進路の自己実現」を目

指して主体的に行動できるように頑張りましょう。

来週の予定 ○印は授業 ●印は行事等

１校時 2校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時

１ １ 日 ○月１ ○月２ ○月３ ○火４ ● ●

（月）Ｂ □教育相談（午後）

□学校へ行こう週間（自由参観）～１２日

１ ２ 日 ○火３ ○火４ ○火５ ○総合 ● ●

（火）Ｂ □教育相談（午後）

□養護学校交流会（午前）福祉委員１５名参加

□進路学習資料作成⑥各学級

１ ３ 日 ○水２ ○水３ ○水４ ○水５ ○水６ ●

（水）Ａ □全校集会⑥ □部休日

□ＰＴＡ広報委員会１８：００ □ＰＴＡ教養委員会19:00

１ ４ 日 ● ● ● ● ●

（木）Ａ □県学力調査（国数英3教科） □学年時間割

□マイ弁当の日

□えのき・けやき社会体験学習

１ ５ 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○総合

（金）Ａ □あいさつ運動（２の５） □個人積算線量バッジ回収

□進路学習学年集会⑥

１１月６日（水）

於 労働福祉会館

生徒交歓会では、午前はひとつのテーマについて話し合い、

午後は３つのテーマに分かれて話し合いました。僕の参加した

第2分科会では、「生徒会は、生徒の意見をどのように取り入

れ、また情報発信したらよいか」というテーマで、目安箱の有効

利用や生徒会新聞の発行、学校ＨＰの活用などについて意見

を交換しました。ほとんどの中学校で、生徒会新聞が情報発信手段として活用されている現状

がわかりました。これから富田中でも発行を検討したいと思います。この交歓会で、市内の中学

校の生徒会活動の内容がわかり、様々な改善点も見えてきました。今回学んだことを、今後の

生徒会活動に役立てていきたいと思います。（生徒会会長 ＷＭくん）

自分は、今回の交歓会は発表会のため出席できませんでしたが、その後の分科会に参加し

ました。分科会では、３つのテーマを各校一人ずつに分かれ、テーマごとに話し合うものでし

た。自分は第一分科会の担当でした。テーマは「生徒会はい

じめとどう向き合うべきか」でした。このテーマをもとに話し合

っていると、各学校ではどんないじめが発生しているかを把握

しきれていないことやいじめについての意識が低いことがわ

かりました。その対策として、ポスター、標語での呼びかけ、

校内放送やあいさつ運動での呼びかけなどの意見がありまし

た。自分が出した意見も大体同じようなものでした。しかし、自

分の学校ではまだいじめの対策は行っていないので、これか

らどんどん取り組んでいきたいと思います。（生徒会副会長 ＹＲくん）

【対象】

県内すべての小学校５年生と中学校２年生

【実施日時】

１１月１４日（木）

１校時；準備 ２校時；国語 ３校時；数学

４校時；英語 ５校時；意識調査

【出題範囲】

国語；１年生の全内容と２年生の内容

（教科書１０７ページまで）

数学；１年生の全内容と２年生の内容

（教科書７２ページまで）

英語；１年生の全内容と２年生の内容

（教科書４３ページまで）

【準備物】

ＨＢまたはＢの黒鉛筆・シャープペン、消しゴム


